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新年あけましておめでとうござい
ます。
昨年は，北京オリンピック等の大

きなニュースもありましたが，やは
り米国サブプライムローン問題によ
るリーマン・ブラザースの破綻から
始まった急激な景気後退がダントツ
の重大ニュースといえるでしょう。
年の前半までは，加熱気味と思え

る BRICS を中心とする全世界的な
好景気でしたが，後半からは前半と
は正反対の景気後退状況になり，今
年に入ってもその先行きは不透明な
ままで今後の状況を予想できない状
態となっています。これは，企業が
グローバル化を推進した結果，良く
も悪くも，これらの企業が同時に全
世界地域で種々の影響を受け易くな
り，それにより全世界が同時にそれ
も急激な景気変動に見舞われる状態
になったためと思われます。いずれ
にせよ，ここ何年かの好景気は，や
はり行き過ぎであったと痛感します
し，石油，鉄等の異常な高騰もそう
ですが，この状況がずっと続くこと
自体，異常事態と思わざるを得ませ
ん。ここ数年の過熱気味ともいえる
好景気により，各企業が本来の自身
の姿を見失い，この景気に踊らされ，
翻弄されたともいえます。今年は，
もう一度冷静になって，本来の我を

再構築（本来のリストラクチャリン
グ：改革）する良い機会と捉えて取
組むべきと思います。
前段が長くなりましたが，今回の

特集は，年に一度の 1月号に企画さ
れているテーマである「建設機械」
です。
昨年，建設機械では，石油の高騰，

温暖化により，より省エネルギーが
要求され，注目された年でした。そ
れにより，建機業界でも，自動車業
界と同様に，ハイブリッド化を中心
として省エネ化が進んだ年と思いま
す。
そこで，今年の「建設機械」特集

では，「省エネ」をキーワードに各
建設機械での省エネルギー技術を紹
介することにしました。
また，ハイブリッドでは，建機を

代表する機種である油圧ショベルに
おいて，各社から量産化モデルが発
表され，そのことから「建機のハイ
ブリッド元年」ともいえます。
今年は，市場では，米国の一極化

経済から多極化経済へ。技術では，
ハイブリッド化等新たな技術革新の
ステージでの展開となり，企業は本
来の自身の姿・在り方を見出し，自
己改革を進めていくことになるで
しょう。
最後になりますが，今回執筆して

いただいた皆様には，お忙しい中，
ご協力いただき，改めて御礼申し上
げます。
 （和田，石倉）
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2 月号「建築特集」予告
・建築物総合環境性能評価システム（CASBEE）の概要
・環境行動計画 2008：住宅・建築物の省エネ性能の向上
・バリアフリー新法に基づくバリアフリー化の進捗状況
・街づくりに関する情報化の取組み
・国交省で保有する建物の省CO2 調査
・近年の建築施工関連研究
・施工シミュレーションの動向
・ドイツの建設産業における構造変化とテクノロジー利用
・最新の屋上緑化と課題
・超高層集合住宅におけるリフトアップ工事
・NEDOにおけるアスベスト処理対策技術開発と最新動向
・ハイブリッド構造の高架駅
・博多駅開発の特徴と施工計画
・建築物の構造ヘルスモニタリング
・既存事務所ビルと灯台レンズの免震レトロフィット
・環境改善効果を強化した植物
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